
日商簿記検定試験受験企業に聞く

会計知識を身につけるための第一歩
新日本製薬 株式会社

■ 試 験 日：2月23日（日・祝）
■ 申込期間：1月7日（火）～1月20日（月）
■ 受 験 料：2級4,720円　3級2,850円

第 154 回  日商簿記検定試験
 （2・3 級） のご案内 

――現在の仕事内容について教えてください。

　教育チームという名前の通り、社員の教育を担っていま

す。教育体系を構築し、研修を企画、新入社員・若手社

員の育成を主に担当しております。

　特に新卒で入った社員は教育チームで半年ほど研修を

受けて、それぞれの部署に配属されております。教育チー

ムには私を含めて3名所属しており、私は直接社員を指導

する2名から報告を受けて、研修の企画を立てています。

――簿記を取り入れた理由を教えてください。

　今回（6月試験）受けたのは3級ですが、3級を取った

から、すぐに会計が分かるようになるとは思っていませ

ん。ですが、会計知識をつけるための第一歩になると思

います。お客様に商品が届くまでに、原価が幾らで人件

費や設備費を引いたものが利益になるといった、お金の

流れや商品の成り立ちをまずは第一歩として3級で学ん

でほしいと思ったので簿記検定を取り入れました。

――簿記の指導方法や学習方法をお聞かせください。

　会計に詳しい社員が専任として指導をしております。

約3か月前から学習を始めて、その3か月間の学習計画

を立てます。合格をゴールにいつまでに何点を取るとい

う学習進捗が分かるスケジュールを組んで、そのスケ

ジュール通りに進んでいくよう、専任の社員が管理してい

くという方法です。

　今回受験した社員は既に各部署に配属されているた

め、自分の業務もやりながら、自宅や業務の空き時間を

使って勉強していました。3か月の間には質問会を数回

実施しています。社員は自分で学習し、分からなかった

ところを質問会で聞いています。さらに模擬テストも5回

実施し、最低2回合格しなければ追試という制度を作り

ました。模擬テストがあると、短期的な目標ができて学

習にメリハリが出ますし、学習の進捗も受験者自身が把

握しやすくなると思います。また競争意識も芽生えますの

で良い影響があったと思います。

　弊社の社員が全員合格できた要因としては、計画に

沿って学習し、「ここまでいかなかったら、じゃあどう対策

するか」という目標に対しての進捗管理ができたことにあ

ると思います。

――資格に対しての会社の支援について教えてください。

　簿記検定の受験料は会社が負担しています。その他の

資格としては、通信販売の基礎を学ぶための通販エキス

パート検定や化粧品の知識を身につけるための化粧品検

定等私たちが必要と思ったものには、会社が費用を負担

するなどサポートしています。

――新日本製薬 株式会社の目指す人材像や新日本製薬
株式会社で活躍されている方に求めるものをお聞かせく
ださい。

　弊社が一番大事にしているのは「人」であり「人財」で

す。『一人一人が持っているスキルを生かして活躍できる』

というのが目指している人財像です。私たちは、その「人

財」が活躍できるように会社側がサポートしなければなら

ないと思っています。一人一人が仕事のために頑張るとい

うより事業の先にいるお客様やまだ弊社と出会っていな

い、これから関係するお客様を見通しながら、お客様のた

めに自分のスキルを磨くという目的を持って活躍できる人

財になってほしいと思っています。

――最後にこれから日商簿記にチャレンジする方々へメッ
セージをお願いします。

　私も実は日商簿記3級を最近受けました。勉強している

間はこれが何の役に立つのかイメージしにくいこともありま

した。弊社の受験生が行ったようにスケジュール管理をし

て、自分で目標を持って計画的に進めていくことが勉強す

る上で必要かと思います。そして勉強したことで得たその

スキルが無駄にならないということを信じてやっていただけ

れば良いのかなと思います。

　簿記は、企業規模の大小や業種、業態を問わずに、日々の経営活動を記録・計算・整理して、経営成績と財政状態を明らかに
する技能です。
　簿記を理解することによって、ビジネスの基本であるコスト感覚も身につきますので、コストを意識した仕事ができるとともに、
取引先の経営状況を把握できるために、経理担当者だけではなく、全ての社会人に役立ちます。その中でも日商簿記は、年間
60 万人の方々が受験し社会的に高い信頼と評価を得ています。
　人材育成の一環として取り入れている企業も多く、今回は実際に団体申込をしており、6月の試験では団体申込をした14 名全
員が合格した、新日本製薬 株式会社の教育チーム アシスタントマネージャー 倉田由紀さんにお話を伺いました。

〈会社概要〉

新日本製薬 株式会社
所 在 地：福岡市中央区大手門1-4-7
代 表 者：代表取締役社長　後藤 孝洋
設　　立：平成4年3月11日
事業内容：化粧品、健康食品、医薬品の企画及び通信販売、
　　　　　店舗販売、卸売販売
U R L ：https://corporate.shinnihonseiyaku.co.jp/

管理部　総務課　教育チーム　アシスタントマネージャー
倉田　由紀さん（所属は取材時のもの）
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